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平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅱ 
３ 第２学年 

第一学習社「Vivid English Communication Ⅱ 」 

同「Vivid English Communication Ⅱ 本文完成ノート」 

いいずな書店「Treasure Hunt 1」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見

などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う授業です。 

・英語の語彙や文法については「実際のコミュニケーションでどのように使われるか」ということを意識して学習することが大切です。

常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中で最も大切な練習の 1 つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだりし

たこと，学んだこと

や経験したことに

基づき，情報や考

えなどについて，

話し合うなどして結

論をまとめることが

できる。 

・英語の音声的な特

徴や内容の展開な

どに注意しながら

話すことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に伝わ

るように話すことが

できる。 

・暗唱テスト 

・インタビュ

ーテスト 

・定期考査 

・聞いたり読んだり

したこと，学んだこ

とや経験したこと

に基づき，情報や

考 え な ど に つ い

て，文章を書くこと

ができる。 

・論点や根拠などを

明確にしながら書

くことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に 伝

わるように書くこと

ができる。 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

・事物に関する紹介

や報告，対話や討

論などを聞いて，

情報や考えなどの

概要をとらえること

ができる 

・英語の音声的な

特徴や内容の展

開などに注意しな

がら聞くことができ

る。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら聞くこ

とができる。 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

・定期考査 

 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを速

読して，概要をとら

えることができる。 

・意味の塊ごとに前

から読み取ってい

くことができる。 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを，

聞き手に伝わるよ

うに音読したり暗

唱したりすることが

できる。 

・文章の構成を考え

ながら読むことが

できる。 

・図表との関連を考

えながら読むこと

ができる。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら読むこ

とができる。 

・速読 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心をも

ち，積極的に言語活動を行

い，コミュニケーションを図ろ

うとする。 

外国語で話したり書いたりして，

情報や考えなどを適切に伝えて

いる。 

外国語を聞いたり読んだりし

て，情報や考えなどを的確に

理解している。 

外国語の学習を通して，言語やそ

の運用についての知識を身につ

けているとともに，その背景にある

文化などを理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価を行う。 
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４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1  

Pictogra

ms ―― 

Useful 

Signs on 

Streets  

進行形・受

け身 / S＋

V＋C(＝現

在分詞・過

去分詞 ) / 

seem to ～ 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会話

を続ける。 

モデル会話に関心を持ち、

そのキーワードを参考に

しながらペアで伝え合う。 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ピクトグラムに関する

英文を読んで，ピクト

グラムの役割や特徴，

正確にメッセージを伝

えるためのポイントに

ついて読み取ろうとす

る意欲がみられる。 

・本文を音読し、①正確な

発音で話すこと、②テキ

ストを見ないで話すこ

とを目指す。 
・ペアワークで比較表現が

使えることを目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよう

に発話できる。 
・テキストを見ないで

発話できる。 
・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 
・授業時間を利用して

暗唱テストまたはイ

ンタビューテストを

実施する。 

「外国語理解の能力」 

・新たなピクトグラムの

アイディアについて，

自分の考えを英語で書

こうとする意欲がみら

れる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声を

聞き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ピクトグラムについて

理解する。 
・進行形・受け身，S＋V

＋C(＝現在分詞・過去

分詞)，seem to ～を用

いた文を理解できる。 

・例文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

Lesson2 

Fun 

with 

Pakkun 

It is … (for 

A) to ～  / 

S ＋ V ＋ it

＋ C ＋ to 

～  / All 

you have 

to do is 

(to) ～ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会話

を続ける。 

本文の会話に関心を持ち、

そのキーワードを参考に

しながらペアで伝え合う。 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・パックンへのインタビ

ューの英文を読んで，

日米の「笑い」の文化

の違いや外国語学習の

コツについて読み取ろ

うとする意欲がみられ

る。 

・例文を音読し、①正確な

発音で話すこと、②会話

文の抑揚ををつけて話

すことを目指す。 
・ペアワークで、会話の中

で例文が使えることを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよう

に発話できる。 
・テキストを見ないで

発話できる。 
・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 
・授業時間を利用して

暗唱テストまたはイ

ンタビューテストを

実施する。 

「外国語理解の能力」 

・自分が好きな外国人に

ついて，自分の考えを

英語で表現しようとす

る意欲がみられる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声を

聞き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ It is … (for A) to ～，

S＋V＋it＋C＋to ～，

All you have to do is 
(to) ～を用いた文を理

解できる。 

・本文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3  

Origami Is 

Not Just a 

Piece of 

Paper!  

It is＋形容

詞＋that-節 

/ S＋V＋ it

＋C＋that-

節  / S＋V

＋O＋O(＝

名詞節) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・折り紙についての英

文を読んで，折り紙

の歴史や技術の発展

について読み取ろう

とする意欲がみられ

る。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 
・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・日本の伝統的な遊び

について，自分の考

えを英語で書こうと

する意欲がみられ

る。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認す

ることも大切である

が、「間違えを恐れず、

前向きに取り組む」姿

勢の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

◇折り紙について理解

する。 
◇It is＋形容詞＋

that-節，S＋V＋it
＋C＋that-節，S＋V
＋O＋O(＝名詞節)
を用いた文を理解で

きる。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson4 

Numbers 

Talk 

関係代名詞

の制限用法 

/ 関係代名

詞の非制限

用法 / 完了

形 / 完了形

(受け身) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

本文の会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・言葉遊びと，さまざ

まな国における幸運

な数字・不幸な数字

についての英文を読

んで，それらの文化

的背景について読み

取ろうとする意欲が

みられる。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつ

けて話すことを目指

す。 
・ペアワークで、会話の

中で例文が使えるこ

とを目指す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・ユニークな言葉遊び

について，英語で書

こうとする意欲がみ

られる。 

・Exercises（問題練習）に

取り組み、自分の理解の

程度を確認する。 

・ネイティブによる音声を

聞き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確認す

ることも大切である

が、「間違えを恐れず、

前向きに取り組む」姿

勢の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・さまざまな国におけ

る幸運な数字・不幸

な数字について理解

する。 
・関係代名詞の制限用

法，関係代名詞の非

制限用法，完了形，

完了形(受け身)を用

いた文を理解でき

る。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 



4 
 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5  

The Doctor 

in the 

Stomach 

群動詞 ( 受

け身 ) / 進

行形 ( 受け

身 ) / 関係

副詞の制限

用 法  / 関

係副詞の非

制限用法 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 

・内視鏡とカプセル型

ロボットの発展に

ついての英文を読

んで，それぞれの利

点・欠点や，カプセ

ル型ロボットの今

後について読み取

ろうとする意欲が

みられる。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 
・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・新しい技術につい

て，自分の考えを英

語で書こうとする

意欲がみられる。。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・内視鏡とカプセル型

ロボットの発展に

ついて理解する。 
・群動詞(受け身)，進

行形(受け身)，関係

副詞の制限用法，関

係副詞の非制限用

法を用いた文を理

解できる。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson6 

Nature for 

the Next 

Generation 

「時」や「理

由」などを

表す副詞節 

/ 分詞構文

(現在分詞) / 

「推量」を

表す助動詞 

/ 助動詞＋

have＋過去

分詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

本文の会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・小笠原諸島における

環境保護の取り組

みに関する英文を

読んで，世界遺産登

録の背景や環境保

護に対する責任に

ついて読み取ろう

とする意欲がみら

れる。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつ

けて話すことを目指

す。 
・ペアワークで、会話の

中で例文が使えるこ

とを目指す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・環境保護について，

自分の考えを英語

で書こうとする意

欲がみられる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認す

ることも大切である

が、「間違えを恐れず、

前向きに取り組む」姿

勢の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「時」や「理由」な

どを表す副詞節，分

詞構文(現在分詞)，
「推量」を表す助動

詞，助動詞＋have
＋過去分詞を用い

た文を理解できる。 

・本文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 

・Exercises（問題練習）に

取り組み、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7  

A Young 

Man in the 

Sea Who 

Made a 

Change 

「時」や「理

由」などを

表す副詞節 

/ 分詞構文

(過去分詞) /

関係代名詞 

… 前置詞 / 

前置詞＋関

係代名詞 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・渡航経験をもつ日本

の偉人について，英

語で表現しようとす

る意欲がみられる。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 
・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネイテ

ィブに伝わるように

発話できる。 

・テキストを見ないで発

話できる。 

・状況に応じて発話でき

る。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・渡航経験をもつ日本

の偉人について，英

語で書こうとする意

欲がみられる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ジョン万次郎の生涯

について理解する。 
・「時」や「理由」など

を表す副詞節，分詞

構文(過去分詞)，関

係代名詞 … 前置

詞，前置詞＋関係代

名詞を用いた文を理

解できる。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson8 

Streetcars 

in the 

21st 

Century 

仮定法過去 

/ S＋V＋O

＋C(＝原形

不定詞，現

在分詞) / S

＋ V ＋ O ＋

C(＝過去分

詞 ) / 同格

の that 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続ける。 

本文の会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・LRT という新しい交

通機関についての英

文を読んで，従来の

交通機関の問題点や

LRT の利点につい

て読み取ろうとする

意欲がみられる。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつ

けて話すことを目指

す。 
・ペアワークで、会話の

中で例文が使えるこ

とを目指す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・LRT という新しい交

通機関について理解

する。 
 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認す

ることも大切である

が、「間違えを恐れず、

前向きに取り組む」姿

勢の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去，S＋V＋

O＋C(＝原形不定

詞，現在分詞)，S＋
V＋O＋C(＝過去分

詞)，同格の that を
用いた文を理解でき

る。 

・本文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 

・Exercises（問題練習）に

取り組み、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9  

The 

Challenge of 

Disarmament 

have [get]

＋O＋過去

分詞  / 完

了不定詞  / 

仮定法過去

完了  / 省

略 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

モデル会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
 

「外国語表現の能力」 

・瀬谷ルミ子さんの生

き方についての英

文を読んで，武装解

除の取り組みとそ

れに関わる人々の

意志について読み

取ろうとする意欲

がみられる。 

・本文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

テキストを見ないで

話すことを目指す。 
・ペアワークで比較表現

が使えることを目指

す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・将来つきたい職業に

ついて，自分の考え

を英語で表現しよ

うとする意欲がみ

られる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・瀬谷ルミ子さんの生

き方について理解

する。 
・have [get]＋O＋過

去分詞，完了不定

詞，仮定法過去完

了，省略を用いた文

を理解できる。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

Lesson10 

Inventing 

Innovative 

Things for 

Society 

倒置  / 分

詞構文 ( 完

了形) / as if

＋仮定法  / 

複合関係詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

本文の会話に関心を持

ち、そのキーワードを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・インダストリアルデ

ザイナー榮久庵憲

司さんについての

英文を読んで，彼の

功績について読み

取ろうとする意欲

がみられる。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、②

会話文の抑揚ををつ

けて話すことを目指

す。 
・ペアワークで、会話の

中で例文が使えるこ

とを目指す。 

・正確な発音で、ネ

イティブに伝わる

ように発話でき

る。 
・テキストを見ない

で発話できる。 
・状況に応じて発話

できる。 

・授業中の音読を観

察する。 
・授業時間を利用し

て暗唱テストまた

はインタビューテ

ストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・身の回りのすぐれた

デザインについて，

英語で表現しよう

とする意欲がみら

れる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・インダストリアルデ

ザイナー榮久庵憲

司さんについて理

解する。 
・倒置，分詞構文(完

了形)，as if＋仮定

法，複合関係詞を用

いた文を理解でき

る。 

・本文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・ワークシートの提

出。 
・定期テストにおけ

る出題。 
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